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日本人が鯨肉を食べることは広く知られています。

でも、日本人の胃袋は、

それほど大きいわけでもないようです。

食べると言っても、一人１年間に23.7g。

ちょうどチョコレートバー半分か

ハム一切れくらい。

本当かって？
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無駄な税金が使われている
18,321,589,000円
　これは、調査捕鯨を開始してから今までの調査捕鯨実施
のために使われた政府補助金（補正を含む）です。
日本政府の気前のよい補助金にかかわらず、日本の調査捕
鯨の手法は国際的に批判されています。今こそ本気で再考す
る時です。

110,000,000,000円
　これは、日本がいわゆる途上国に対して行った水産無償
援助の金額です。
　これまで支援の内容の中心だったいわゆる「ハコモノ＝漁
業複合施設」は、地元の人々の福祉に役立たないばかりか、
施設維持費が負担できないため、使用されていないところも
あります。対象となっているカリブ諸国やアフリカの国々は、
IWC会議において日本支持を表 明していることが特徴です。

国際的な海洋環境の保全どころか、
沿岸の資源保護にも役立たない。
　アイスランドから輸入しているナガスクジラと今回入札で
大量に売れ残ったイワシクジラはIUCNでは絶滅危惧（EN）
に掲載されています。イワシクジラはワシントン条約で国際
取引を禁止された種で、日本は北太平洋の個体群の取引に
関しての留保をつけていないため、自国の船が持ち帰ったと
しても違反の可能性があります。

　今年（2012年）、日本政府は沿岸捕鯨を実施している４基地
（網走、鮎川、和田、太地）でのミンククジラ捕獲を提案しまし
た。現在、小型沿岸捕鯨の従事者は、IWCの管理に属さないツ
チクジラとゴンドウクジラを捕獲し、また、地域捕鯨推進協会
を組織して調査目的でミンククジラの捕獲を鮎川沖と釧路沖
で行い、研究部分を日本鯨類研究所に委託しています。

　日本沿岸に確認されている２つの系統群のうち、ミンククジ
ラの日本海個体群（J-stock）はこれまで希少な個体群として保
護されてきました。この個体群は沿岸に張り巡らされた定置網
により、毎年120頭前後捕獲されていますが、今回の提案には
この件が触れられていません。また、政府が主張する沿岸10km
での捕獲を実行しないとしても、希少個体群が混獲される可能
性はあります。

　一昨年、日本は生物多様性条約第10回締約国会議を主催
し、今年いっぱいは議長国です。海の生物多様性を守ること
は、海の恵みに頼る人々にとって命にかかわる問題です。これ
まで見てきたことで明らかなように、捕鯨問題に対しての日本
政府のあり方は、条約の目的を主導すべき議長国としてふさわ
しいものではありませんし、調査捕鯨への補助金の支出や途
上国への水産無償支援での支持集めは、自ら採択に導いた愛
知生物多様性の個別目標の３（有害な補助金を廃止する）に反
するものです。

　たかだか２４gにも満たない需要のため、こうした政策をとり
続ける日本政府のあり方はどこかいびつだと思いませんか？

日本海 太平洋北側 太平洋南側オホーツク海

日本海

太平洋北側

太平洋南側

オホーツク海

混獲されたクジラの販売許可数 （財）日本鯨類研究所（鯨研）が発表したストランディングレコードの数値から、
鯨研通信第 444 号 p.16 掲載の「図 1．遺伝子情報をもとにO 系群または J 系群に識別された個体の分布様式」

（2009）を参考に、おおよその J-Stock の混獲数を求めた。  小数点以下は四捨五入。（佐久間淳子）
IWC62 に提出された SC-62-NPM11.pdfと SC-62-NPM21.pdf には、

さらに詳しく J-Stock の状況が報告されている。

2001 年は 7月 1日以降の届け出数。参考資料：水産庁／ ( 財 ) 日本鯨類研究所

J-Stock 以外（O-Stock もしくは識別不能） 
※赤い数字は混獲総報告数 

J-Stock と推定される混獲数  

日本沿岸の希少種ミンククジラ その混獲の実態

混獲数に占める
J-Stockの比率 
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